
       
暑

中
御

見
舞

い
 

 
 

 
 

 
申

し
上

げ
ま

す
 

 
梅
雨

が
明

け
、
い

よ
い
よ

夏
本

番
を

向
か
え

る
こ

の

季
節

、
檀

信
徒

の
皆

様
方
に

は
益

々
ご

清
祥
の

こ
と

と

お
慶
び

申
し

上
げ

ま
す
。
 

 
日
頃

よ
り

森
泉

寺
護
持

発
展

の
為

、
ご

協
力

い
た

だ

き
、
誠

に
有

難
う

ご
ざ
い

ま
す

。
 

 
さ
て

、
お

盆
を

迎
え
る

に
あ

た
っ

て
、
日

々
の

お
勤

め
、
法

事
や

お
墓

参
り
の

際
に

も
通

じ
る
、
主
な

御
供

物
に
つ

い
て

解
説

し
た
い

と
思

い
ま

す
。
 

 
お
勤

め
を

す
る

前
に
は

ま
ず

、
仏
壇

の
荘
厳

を
整

え

ま
す
。
き
れ

い
に

掃
除
を

し
、
花

瓶
の

シ
キ

ミ
や

お
花

の
水
も

取
り

替
え

ま
す

。
 

こ
う

し
た

作
業
を

す
る

中

で
、
自

然
と

自
分

の
心
が

整
っ

て
い

き
ま
す

。
 

 
そ
し

て
、ろ

う
そ

く
に
灯

明
を

灯
し

、線
香
を

あ
げ
、

霊
供
膳

ま
た

は
仏

飯
、
茶

湯
や

お
水

、
果
物

、
菓

子
な

ど
を
お

供
え

し
ま

す
。
 

 
御
供

物
の

う
ち

、
特
に

大
切

な
の

は
水
、
塗

香
（
手

に
塗

る
お

香
）、

花
、

焼
香

（
ま

た
は

線
香

）、
ご

飯
、

灯
明
で

す
。
以

上
六

つ
の
御

供
物

を
六

種
供
養

と
い

い
、

そ
れ
ぞ

れ
が

仏
さ

ま
（

菩
薩
）
が

努
め

修
す
る

六
波

羅

蜜
行

（
ろ

っ
ぱ

ら
み

つ
ぎ
ょ

う
）
に
あ

た
り
ま

す
。
 

 
水
は

生
命

全
て

の
源
で

あ
り

、
諸
々

の
貪
り

の
苦

し

み
を
潤

す
の

で
こ

れ
を
お

供
え

す
る

こ
と
で「

布
施

（
波

羅
蜜

）」
を

表
し

、
塗

香
は

身
を

清
め

、
煩
悩

の
垢

を
清

浄
に
す

る
の

で
「

持
戒

（
波

羅
蜜

）」
を

表
し
、
花

は
厳

し

い
冬
の

寒
さ

に
耐

え
て
美

し
い

花
を

咲
か
せ

、
見

る
人
 

      の
心
を

和
ま

せ
る

こ
と
か

ら
、
慈

悲
の

心
で

い
か

り
を

消
滅
さ

せ
る
「

忍
辱

（
波

羅
蜜

）」
を

表
し

、
焼

香
は

あ
ま

ね
く

法
界

（
い

の
ち

の
宇

宙
）
に

至
り

、
身

を
焼

き
な

が
ら

良
い

香
り

を
薫

じ
続

け
る

の
で

、「
精

進
（
波
羅

蜜
）」

を

表
し
、
ご

飯
は

身
の

栄
養

と

な
り

心
の

安
定

を
も

た
ら

す
の

で
「

禅
定

（
波

羅
蜜

）」
を

表
し

、
灯

明
は

闇
を

破
り

、

も
の

ご
と

を
分

け
隔

て
な

く
明

ら
か

に
照

ら
し

出
す

の
で
「

智
慧

（
波

羅
蜜

）」
を

表
す

と
さ

れ
ま

す
。
 

 
こ

の
よ

う
に

仏
さ

ま
へ

の
供

養
の

意
味

を
心

に
抱

い
て
お

供
え

す
る

と
き

、
仏

さ
ま

や
ご

先
祖

さ
ま

の
み

な
ら
ず

、
供

養
す
る

者
自
身

の
心

を
豊

か
に

す
る

ご
利

益
が
施

さ
れ

て
い

る
の
で

あ
り

、
自

利
（

自
分

へ
の

ご

利
益
）
と

利
他
（

自
分
以

外
の

方
々

へ
の

ご
利

益
、
ご

先
祖
さ

ま
へ

の
ご

供
養

）
と

が
一

体
と

な
っ

た
お

勤
め

が
で
き

る
の

で
す

。
 

 
お
盆

に
は

仏
壇

、
お

墓
、
水

棚
（

施
餓

鬼
棚

）
を

き

れ
い
に

清
め

、
菩
薩

の
心
を

添
え

た
御

供
物

を
さ

れ
る

と
ご
先

祖
さ

ま
も

喜
ば
れ

る
こ

と
で

し
ょ

う
。
 

        

施
 

餓
 

鬼
 

法
 

要
 

 
お

盆
の

時
期

が
近

づ
い

て
ま

い
り

ま
し

た
。

当
山

恒
例

の
施

餓
鬼

法
要

を
左

記
の

通
り

勤
修

致
し

ま

す
の

で
、

暑
さ

厳
し

き
折

で
す

が
、

ご
参

拝
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
ご

案
内

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

合
掌

 

記
 

期
 
日

 
平

成
二

十
四

年
八

月
十

七
日

（金
） 

受
 
付

 
午

前
八

時
半

よ
り

 

 
 

 
 

玄
関

に
て

受
付

を
済

ま
せ

、
客

殿
に

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入
堂

く
だ

さ
い

 
（記

念
品

授
与

） 

法
 
要

 
午

前
九

時
半

～
十

一
時

 

 
 

 
 
「
理

趣
三

昧
供

養
法

」並
び

に
 

 
 
 
 
 

「施
餓

鬼
法

」（水
棚

に
て

） 

法
 
話

 
午

前
十

一
時

～
 

 
 

 
 

 

※
当

日
は

各
家

先
祖

供
養

並
び

に
東

日
本

、
阪

神
淡

路

大
震

災
物

故
者

及
び

畜
類

精
霊

、
戦

没
者

慰
霊

、
有

縁
無

縁
三

界
万

霊
、
水

子
供

養
を

致
し

ま
す

。
 

 施
餓

鬼
の

い
わ

れ
と

そ
の

功
徳
 

 
施

餓
鬼

の
由

来
は

お
釈

迦
さ

ま
の

弟
子

、
阿

難
尊

者

が
夜

に
一

人
で

修
行

し
て

い
た

時
、

焔
口
（

え
ん

く
）

と
い

う
餓

鬼
が

現
れ

、「
お

ま
え

の
命

は
あ

と
三

日
で

尽
き

、
餓

鬼
道

に
生

ま
れ

る
ぞ

」
と

告
げ

ら
れ

た
。
阿

難
尊

者
は

驚
い

て
「

逃
れ

る
術

は
あ

る
の
で

す
か

？
」

と
問

い
か

け
る

と
焔

口
餓

鬼
は
「

お
ま

え
が

明
日
、
無

数
の

餓
鬼

と
僧
侶

、
仙

人
に
対

し
て

一
人

一
人

に
飲
食

を
施

せ
ば

、
お

ま
え

の
寿

命
は
延

び
、
我

も
ま

た
餓

鬼

の
苦

し
み

か
ら
離

れ
、
天

上
に

生
ま
れ

る
こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う

」
と
言

い
姿

を
消

し
た
。
 

 
阿

難
尊

者
は
恐

ろ
し

く
な

っ
て

、
お

釈
迦

さ
ま

の
元

へ
行

き
、
そ

の
方

法
を

問
い

か
け

る
と

、
お

釈
迦

さ
ま

は
阿

難
の

為
に

餓
鬼

に
飲
食

を
施

す
法

を
説

か
れ

た

の
が

施
餓

鬼
の
起

源
で

す
。
 

 
本
来

、
こ

の
施
餓

鬼
は
広

く
法

界
の

餓
鬼
を
救
済

す

る
為
に
密
教

行
者

が
毎
日

行
う

法
で

す
。
功
徳

と
し

て

は
滅
罪

、
追
善

、
息
災

、
延
寿

、
不
食

の
病
（
物

を
食

べ
れ

な
い
病

、
癌

な
ど

）
に
効

あ
り

と
伝
わ

り
ま

す
。

密
教

で
重

ん
じ
る

菩
薩
の

修
行
（

六
波

羅
蜜

）
は

布
施

を
第
一

に
挙

げ
、
施

餓
鬼

が
最

も
功
徳

の
大
き

い
布

施

で
あ
る

と
さ

れ
ま

す
。
そ

れ
は
天
地
神
祇

を
含

め
、
一

切
の

餓
鬼

道
の
衆

生
を
救
済

す
る
秘

法
だ

か
ら

で
あ

り
、
有
縁

無
縁

の
ご

先
祖
さ

ま
も

他
で

は
あ

り
ま

せ
ん
。 

 

 
ち
な

み
に

餓
鬼

と
は
満
足

し
な

い
心

を
持

つ
人

、
欲

望
を
抑

え
ら

れ
な

い
人
の

こ
と

も
指

し
ま
す

。
 

 
法
要

の
と

き
本

尊
さ

ま
の

前
の
祭

壇
と

は
別

に
東

の
縁
に

施
餓

鬼
棚

を
設
け

、
経
木

に
水

を
掛
け

て
供

養

す
る
の

は
先
述

の
「

布
施

」
行

に
当

た
り

、
そ

れ
は
同

時
に

自
身

の
為

と
も

な
る

の
で

す
。
 

お
盆

の
棚

経
予

定
 

七
月

二
十

八
日

(土
) 

大
阪

・明
石

 

八
月

一
日

(水
) 

玉
野

・
岡

山
 

 
 
 
二

日
(木

) 
笠

岡
・
西

阿
知

 

 
 
 
三

日
(金

) 
倉

敷
・妹

尾
・西

坂
・山

手
・清

音
 

 
 
 
四

日
(土

) 
総

社
・
足

守
 

 
 
 
五

日
(日

) 
門

田
・蒲

池
・向

畑
・有

井
・箭

田
・川

辺
 

 
 
 
六

日
(月

) 
石

田
西

・中
縄

手
・東

真
備

・北
沼

・第
二

辻
田

 

 
 
 
七

日
(火

) 
馬

場
団

地
・岡

田
・学

園
団

地
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・西

之
床

・桜
・山

之
谷

・市
場

 

 
 
 
八

日
(水

) 
旧

森
・
新

森
・
石

小
山

 

 
 
 
九

日
(木

) 
砂

古
・
八

代
  

 
 
 
十

日
(金

) 
下

原
(前

場
・
西

山
根

) 
  

 

 

 

 

 

 十
一

日
(土

) 
下

原
(中

村
・
中

山
根

) 

 

 

 

 

 

 十
二

日
(日

) 
下

原
(東

山
根

・
樋

之
尻

) 

 

 

 

 

 

 十
三

日
(月

) 
池

田
・
堂

応
寺

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 十
四

日
(火

) 
五

反
田

 

◎
以

上
の

予
定

で
お

参
り

さ
せ

て
頂

き
ま

す
が

、
ご

都
合

 

 
 
の

悪
い

方
は

お
早

め
に

お
寺

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 

清
 

蓮
 

山
 

森
 

泉
 

寺
 

 
℡

（０
８

６
）‐６

９
８

‐１
９

７
２

 
 

 

 
〒

７
１

０
‐１

３
１

２
 

 
 

倉
敷

市
真

備
町

辻
田

一
一

六
二

 

 
 

真 言 宗 御 室 派 

法
 

光
 

新
聞

「法
光

」は
檀

信
徒

の
皆

様
に

当
山

の
活

動
を

お
知

ら
せ

す
る

と
共

に
弘

法

大
師

の
御

教
え

を
分

か
り

や
す

い
言

葉

で
お

伝
え

す
る

目
的

で
発

行
し

ま
す

。
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◎
お

盆
の

お
墓

参
り

に
車

で
お

越
し

の
際

は
お

寺
の

西
側

駐
車

場
を

ご
利

用
く

だ
さ

い
。
（

路
肩

に
停

め
る

と
他

の
方

の
迷

惑
に

な
り

ま
す

。
）

 

伝伝伝伝    導導導導    版版版版    

猛
暑

に
出

会
っ

た
人

は
 

 
 

吹
く

風
の

 
涼

し
さ

を
 

 
極

楽
と

知
る

 

◎
毎

月
十

八
日

は
観

音
さ

ま
の

ご
縁

日
、

観
音

会
。

午
前

八
時

よ
り

お
勤

め
の

後
、

下
座

行
。

※
八

月
は

前
日

が
施

餓
鬼

の
為

、
お

休
み

。
 



ひ
と

く
ち

法
話

 
『
苦

』
 

 
仏

教
と

い
う

と
、
現

在
の
日

本
で
は

お
葬

式
や

法
事

と
い
っ
た

暗
い
、
陰

気
な

イ
メ
ー

ジ
を

持
た

れ
る
方

が
多

く
、
世

代
が
若

く
な

れ
ば
な

る
ほ

ど
、

宗
教

離
れ
が
進

ん
で
い
ま

す
。
 

 
一

方
で
美

仏
巡

礼
と

い
っ
て
、
仏

さ
ま

の
美

し
い

お
姿

、
そ
の
雰

囲
気

か
ら

癒
し

を
求

め
る
若

い
方

（
特

に
女

性
）も

お
ら

れ
る
よ

う
で
す

。
 

 
そ
も

そ
も

仏
教

と
は

生
き

る
こ
と

に
対

し
て
積

極
的

な
教

え
で
、
例

え
ば

、
誰

し
も

避
け

て
は

通

れ
な

い
生

老
病
死

生
老

病
死

生
老

病
死

生
老

病
死

をを をを
代
表

代
表

代
表

代
表

と
す
る

と
す
る

と
す
る

と
す
る
『『 『『
苦苦 苦苦

』』 』』
は

、
た

だ

悲
し

い
、
苦

し
い
、
嫌

な
こ
と

と
捉

え
る

の
で
は

な
く

、
『『 『『
思思 思思

いい いい
通通 通通

り
に
な

ら
な

い
こ
と

り
に
な

ら
な

い
こ
と

り
に
な

ら
な

い
こ
と

り
に
な

ら
な

い
こ
と

』』 』』
と

捉
え

、

目
を

反
ら

す
の
で
は

な
く

、
あ

り
の
ま

ま
を

受
け

入
れ
る
心

を
示

し
て
い
ま

す
。
 

 
現

今
の
日

本
は

複
雑

な
社

会
で
あ

り
、
悩

み
も

様
々
あ

り
ま

す
が
、
個

々
が
そ
の
見

方
を

変
え
る

こ
と

で
よ

り
良

い
生

き
方

が
で
き

る
の
で
は
な

い

で
し
ょ
う
か
。
 

写
経

会
（
毎

月
第

四
日

曜
日

、
そ

の
前

の
木

曜
日

）
 

 
・
七

月
十

九
日

（
木

）
午

前
九

時
半

 

 
・
七

月
二

十
二

日
（
金

）
午

前
八

時
 

 
・
八

月
二

十
三

日
(木

)午
前

九
時

半
 

 
・
八

月
二

十
六

日
(日

)午
前

八
時

 

 
・
九

月
二

十
日

(木
)午

前
九

時
半

 

 
・
九

月
二

十
三

日
(日

)午
前

八
時

 

 
・
十

月
二

十
五

日
(木

)午
前

九
時

半
 

 
・
十

月
二

十
八

日
(日

)午
前

八
時

 

 
・
十

一
月

二
十

二
日

(木
)午

前
九

時
半

 

 
・
十

一
月

二
十

五
日

(日
)午

前
八

時
    

 
・
十

二
月

二
十

日
(木

)午
前

九
時

半
 

 
・
十

二
月

二
十

三
日

(日
)午

前
八

時
 

※
 

都
合

に
よ

り
変

更
に

な
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

 

「「 「「
こ
ぼ
ん
さ
ん

こ
ぼ
ん
さ
ん

こ
ぼ
ん
さ
ん

こ
ぼ
ん
さ
ん
修
行

修
行

修
行

修
行
」」 」」
錬
成
会

錬
成
会

錬
成
会

錬
成
会
の
ご

の
ご

の
ご

の
ご
案
内

案
内

案
内

案
内
 

 
夏
休

み
に
錬
成
会

を
開
催
致

し
ま

す
。
一

日
、
お

寺

の
生
活

を
通

じ
て

心
を
静

め
、
集

中
力

を
養

う
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。お
友

だ
ち
同
士

、お
誘

い
併

せ
の

上
、

ご
参
加

く
だ

さ
い

。
 

 
日
 

 
時

 
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
七

日
( 金

) 

 
 

 
 

 
 

 
 
午
前
八

時
よ

り
午
後
五

時
ま

で
 

 
場
 

 
所

 
森

泉
寺
道
場

（
恭

本
書
院

）
 

 
予
定
内
容

 
お

勤
め
、

め
い

そ
う

、
習
字

、
掃

除
、 

 
 

 
 

 
 

茶
道

体
験

な
ど
 

 
※
詳
細

は
お

寺
に

お
尋

ね
く

だ
さ

い
。
 

第
七

回
観

 
月

 
会

 

 
美

し
い

満
月

、
そ

し
て

境
内

の
ツ

ワ
ブ

キ
も

見
頃

と
な

る
十

三
夜

に
観

月
会

を
催

し
ま

す
。

皆
様

か
ら

寄
せ

ら

れ
る

趣
味

の
作

品
は

当
日

か
ら

月
末

の
（三

十
一

日
）ま

で
展

示
致

し
ま

す
の

で
、

ご
近

所
お

誘
い

合
わ

せ
の

上
、

お
気

軽
に

お
越

し
く

だ
さ

い
。
 

日日 日日
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
時時 時時

 

 
 

 
十

月
二

十
七

日
（
土

）
 

十
三

夜
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
午

後
七

時
～

九
時

（
雨

天
決

行
）
 

会会 会会
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
場場 場場

 

 
 

 
森

泉
寺

大
悲

殿
 

《
入

場
無

料
》
 

予
定

内
容

予
定

内
容

予
定

内
容

予
定

内
容

 

 
・

奉
納

演
奏

（
未

定
）

 

 
・

献
茶

、
抹

茶
の

お
接

待
 

 
・

趣
味

の
作

品
展

示
（

有
志

）
 

 
・

書
道

作
品

展
示

（
下

原
婦

人
会

他
）

 

※
当

日
は

お
寺

の
西

側
駐

車
場

を
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

※
日

頃
、
皆

さ
ん

が
作

ら
れ

て
い

る
編

み
物

や
刺

繍
、
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 彫
り

物
、
パ

ッ
チ

ワ
ー

ク
な

ど
の

作
品

展
示

に
ご

協
力

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お
願

い
致

し
ま

す
。
 

※
作

品
の

搬
入

は
展

示
会

場
準

備
の

都
合

上
、
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 十
月

二
十

四
日

（水
）ま

で
に

お
願

い
し

ま
す

。
 

※
作

品
は

展
示

の
後

、
お

返
し

致
し

ま
す

。
 

森
泉

寺
表

参
道

石
段

修
復

作
業

森
泉

寺
表

参
道

石
段

修
復

作
業

森
泉

寺
表

参
道

石
段

修
復

作
業

森
泉

寺
表

参
道

石
段

修
復

作
業
 

 
以

前
か

ら
表

参
道

の
石
段

は
雨
で
浸
食
さ

れ
て

、
で

こ
ぼ

こ
で

つ
ま

ず
き

や
す

く
、
足

を
く

じ
く
危
険

も
あ

る
と

の
お
声

が
あ

り
ま

し
た

。
 

 
そ

の
こ

と
を
気

に
か

け
て

く
だ

さ
っ

た
有
志

の

方
々
八
名

に
よ

り
、
去

る
三
月
十
四
日

か
ら
二
十
五

日

に
か

け
て
階
段

修
復

作
業

が
行
わ
れ

ま
し

た
。
 

 
六
十
二
段

の
石
段

、
一
段

一
段

の
傾

い
た
踏
石

を
バ

ー
ル

で
起

こ
し

、
間

に
石

を
か

ま
せ

、
な

る
べ

く
水
平

で
歩

き
易

い
よ

う
に

、
ま

た
自

然
の
風
合

い
と

な
る

よ

う
こ

だ
わ

っ
て

、
赤
土

、
真
砂
土

、
石
灰

、
セ
メ
ン
ト

を
混
ぜ

て
踏

み
固

め
、
仕

上
げ

に
板
で
叩

い
て

し
め

る

と
い

っ
た
昔

な
が

ら
の
工

法
で

行
わ

れ
ま
し

た
 

 
ま

だ
風

が
冷

た
く

、
雨

に
も

見
舞
わ

れ
る

寒
い

時
期

で
し

た
が

、
手

を
か

け
た

分
少

し
ず
つ

良
く

な
っ

て
い

く
石
段

を
眺

め
な

が
ら

、
作

業
に
携
わ

っ
て

く
だ

さ
っ

た
方

が
「

一
段

一
段

が
え

え
思

い
出

に
な
る

な
ぁ
」
と

う
れ

し
そ

う
な
顔

を
見

せ
て

く
だ
さ

り
、
有

り
難

さ
が

身
に
染

み
ま

し
た

。
 

 
最
後

に
は
山
門
周

り
の
排

水
や
土
入

れ
ま

で
し

て

く
だ

さ
り

、
見
違

え
る
ほ

ど
き

れ
い

に
な

り
ま

し
た

。

誠
に

有
難

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
 

永
代

供
養

塔
完

成
永

代
供

養
塔

完
成

永
代

供
養

塔
完

成
永

代
供

養
塔

完
成

 

 
森

泉
寺

墓
地

の
南
西

に
あ

り
ま

す
無
縁

墓
の
敷
地

に
「
永
代

供
養
塔

」
を
建
立

、
去
る

六
月
二
十
五

日
に

開
眼

供
養
致

し
ま

し
た

。
五
輪
塔

の
下
段

が
納
骨
堂

と

な
っ

て
お

り
、
無
縁

仏
と

な
っ

た
ご

先
祖

さ
ま

を
永
代

に
渡

っ
て

ご

供
養
致

し
ま

す
。
 

※
詳
細

は
お

寺
ま

で
お
尋

ね
く

だ
さ

い
。
 

安
芸

安
芸

安
芸

安
芸
のの のの
宮
島

宮
島

宮
島

宮
島
    
大
本
山

大
本
山

大
本
山

大
本
山
大
聖
院

大
聖
院

大
聖
院

大
聖
院
 

    
秋
季
大
祭

秋
季
大
祭

秋
季
大
祭

秋
季
大
祭
火
渡

火
渡

火
渡

火
渡
りり りり
神
事

神
事

神
事

神
事
参
拝

参
拝

参
拝

参
拝
の
ご

の
ご

の
ご

の
ご
案
内

案
内

案
内

案
内
 

    
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
（（ （（
木木 木木
）） ））
 

 
大

河
ド

ラ
マ

『
平

清
盛

』
で

今
話

題
と

な
っ

て
い

る
世

界
遺

産
の

宮
島

。
紅

葉
を

愛
で

な
が

ら
、

大
聖

院
へ

参
拝

し
ま

す
。

参
加

ご
希

望
の

お
方

は
お

寺
ま

で
お

申
し

出
く

だ
さ

い
ま

せ
。
 

募
集

定
員
…
二
十
五
名

 
 

参
加
費
…
九
千
円
程
度
 

申
込
締

切
…
十
月
末

日
（
但

し
、
定
員
に
な

り
次

第
締

切
） 

 ごご ごご
    
報報 報報
    
告告 告告
 

 
今
年
四
月

に
住
職
所
属

の
事
相
研
究
会

の
一
団

が

東
日

本
震
災
被
災

者
支
援
活
動

と
し

て
石
巻
市

へ
赴

き
、お

寺
に
寄

せ
ら

れ
た
募
金（
計
四
万
五
百
二
十
円

）

を
皆
様

の
お

心
と
共

に
お
届

け
し
ま

し
た

。
ご
支
援

く

だ
さ
っ

た
方

々
に
厚

く
御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
ま
た

、
被
災
地
視
察

、
震
災

物
故

者
慰
霊

法
要

、
被

災
者
と

の
対
談

も
行

い
ま

し
た

。
 

 
ま
だ

ま
だ
、
現
地

の
状
況

は
厳
し

く
、
仮
設
住
宅

で

一
年

先
の

生
活

す
ら

見
通

し
の
立

た
な

い
不

安
な

日
々

を
過

ご
す

方
が
多
く

お
ら

れ
ま

す
。
今
後

と
も

皆

様
の

ご
支
援

を
募

っ
て

参
り

ま
す
の

で
、
ご

協
力

の
程

宜
し
く

お
願

い
申

し
上
げ

ま
す

。
 

 
～～ ～～
昨
年

昨
年

昨
年

昨
年
ま
で
の

ま
で
の

ま
で
の

ま
で
の
支
援
活
動

支
援
活
動

支
援
活
動

支
援
活
動
～～ ～～
    

◎
 

募
金

十
三

万
円

を
山

陽
新

聞
社

会
事

業
団

を
通

じ
て
被
災
地
へ
送
金
。
【
四
月
六
日
】
 

◎
 

支
援

金
十

万
円

で
購

入
し

た
夏

用
衣

類
等

の
物

資
と
持
参
頂
い
た
物
資
（
計
二
百
七
十
四
点
）
を

石
巻

市
河

北
総

合
支

所
生

活
市

民
課

へ
送

る
。

【
六
月
二
十
日
】
 

 訂
正

と
お

詫
び

 

 
前

号
、
年

末
発

行
の

新
聞

の
中

で
『平

成
二

十
四

年
度

 
 

 
年

忌
表

』に
「十

七
回

忌
 
平

成
八

年
亡

」の
記

載
が

漏
 

 
て

い
ま

し
た

。
深

く
お

詫
び

申
し

上
げ

ま
す

。
 

◆ 森泉寺ホームページ＜http://www.shinsenji.boo.jp＞…法話は毎月更新。その他、行事や季節の草花も随時更新。 

  興味のあるお方はご覧ください。また感想、要望がございましたら、お気軽にお寄せください。 

◆
御

 
礼
 

境
内
お

よ
び

周
辺

の
掃

除
、

仏
さ

ま
へ

の
生

花
の

お
供

え
を

心
掛

け
て

く
だ

さ
る

方
々

、
い

つ
も

有
難

う
ご

ざ
い

ま
す

。
 

第 61号 森 泉 寺 だ よ り 平成 24年 7月 15日発行 

◎
西

国
三

十
三

観
音

霊
場

並
び

に
真

言
宗

十
八

本
山

参
拝

…
十

一
月

七
日

～
九

日
に

二
泊

三
日

で
お

参
り

し
ま

す
。
申

込
締

切
は

十
月

十
日

。
 


